








細胞の膜を伝わるアクチン波による 
地形センシング

体外の培養子宮組織上での 
着床と発生

論文
Gen Honda, Nen Saito, Taihei Fujimori, Hidenori Hashimura, Mitsuru J. Nakamura,  

Akihiko Nakajima and Satoshi Sawai.  

Microtopographical guidance of macropinocytic signaling patches.   

Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America. 2021, 118(50),  

doi: 10.1073/pnas.2110281118

研究概要
アメーバ細胞は地面を這い回って餌とするバク
テリアを見つけ出し、捕食します。このときアメー
バは、バクテリアが分泌するニオイを手がかりに
するだけでなく、形の情報を読み取っていること

が分かってきました。ここで鍵となるのが「アク
チン波」として知られる現象です。私たちは細
胞膜上を広がっていくアクチン波の伝播が地形
によって強い制約を受けることを見出しました。
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アメーバ細胞が地形を
感知しながら移動する
様子を捉えた。

由来種 ：細胞性粘菌
器官 /組織 /細胞（株）名：AX4株
染色・ラベル方法等 ：緑（GFP-Lifeact（F-actin））： 

細胞性粘菌
顕微鏡の種類 ：倒立
観察手法 ：明視野、共焦点
対物レンズ ：60倍
作品画像取得年 ：2016
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由来種 ：ヒト・マウス
器官 /組織 /細胞（株）名：ヒトES細胞・マウスES細胞
染色・ラベル方法等 ：青（DAPI）：核 

赤（mCherry-Farnesyl5）： 
ヒト細胞の細胞膜 
黄（Alexa Fluor 488）： 
内在性マウスOct4 mRNA 
ソフトウェアにて最大値投影

顕微鏡の種類 ：倒立
観察手法 ：蛍光・共焦点
対物レンズ ：60倍
作品画像取得年 ：2023

マウス ES細胞と共培
養することにより、本来
ヒト多能性幹細胞の中
には存在しないはずの
マウス由来 mRNAが
伝搬し、ヒト細胞内で
生物的に意味のある遺
伝情報として機能してい
ることがわかった。

mRNAの細胞間伝搬による 
多能性幹細胞のリプログラミング

論文
Yoneyama Y, Zhang RR, Maezawa M, Masaki H, Kimura M, Cai Y, Adam M, Parameswaran S,  

Mizuno N, Bhadury J, Maezawa S, Ochiai H, Nakauchi H, Potter SS, Weirauch MT, Takebe T.  

Intercellular mRNA transfer alters the human pluripotent stem cell state.   

Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America. 2025, 122(4),  

doi: 10.1073/pnas.2413351122.

研究概要
近年、哺乳類において、遺伝情報物質である
mRNAが細胞を越えて移動する現象が報告さ
れていますが、その生物学的な影響は未解明
でした。本研究では、ヒトとマウスの多能性幹
細胞を直接接触させた共培養実験を通じて、マ
ウス由来のmRNAがヒト細胞内に移動する現
象を発見しました。このmRNA移動はナノ

チューブ状の膜突起を媒介すること、また、移
動したマウスのmRNAには転写因子をコードす
るものが含まれており、これらがヒト細胞をより
未分化な状態へリプログラムすることが判明しま
した。本成果は、細胞間相互作用の研究に
新たな視点を提供するだけでなく、新たな細胞
操作技術の開発につながる可能性があります。
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受賞者の方々への記念品、そしてご応募いただいた方へお送りする
参加特典は、ニコンオリジナルデザインとなっております。

記念品となる盾は、ニコンの金属 3Dプリンター Lasermeisterを用
いて造形、受賞者の方々のお名前をレーザー刻印しています。最優
秀 JOICO賞は、ニコンが 1925（大正 14）年に発売されたニコン設
計による初の顕微鏡“JOICO”をイメージした盾を立体的に作成、優
秀賞、特別賞もまた“JOICO”をデザイン、造形しています。また参
加特典は、タンブラーとコースターをご用意し、研究室にも馴染むシン
プルなデザインと実用性を兼ね合わせています。

NIKON JOICO AWARDだけでしか実現できない記念品や参加特
典。ぜひ研究者の皆様方に手に取っていただきたく、来年のご応募
をお待ちしております。
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“JOICO（ジョイコ）”とは、当時の社名である日本光学工業株式会社
を直訳した“Japan Optical Industry Co.”の頭文字から名付けられ
た商標で、「JOICO顕微鏡」は1925（大正 14）年に発売されたニコン
設計による初の顕微鏡です。最大 765倍まで拡大できる、当時とし
ては画期的な顕微鏡でした。

2025年、顕微鏡事業の基点となった「JOICO顕微鏡」は誕生から
100周年を迎えました。この節目は、創業期から受け継がれてきた 
ニコンの光学技術とものづくりへの情熱を象徴するものです。
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ゼブラフィッシュ成魚の皮膚創傷部位の 
血管新生のライブイメージング
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